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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、アメリカの現代美術とくに抽象表現主義の成立を軸に、20 世紀前半のニューヨークで誕生した「近代美
術館 Museum of Modern Art, New York」の美術館活動に関係づけて、アメリカ現代美術史を再構成しようという試
みである。A4 判横書、本文 170 頁に参考資料 11 頁を付して全 181 頁、400 字詰め原稿用紙ならば約 540 枚に換算
できる。 
 構成は「序 アメリカ現代美術前史」、「第Ⅰ部 ニューヨーク近代美術館設立館長アルフレッド・H・バール、Jr. 
の思想」、「第Ⅱ部 アルフレッド・H・バール、Jr. とニューヨーク近代美術館コレクションの形成」、「第Ⅲ部 ア
メリカ 20 世紀美術 歴史と作品」、「資料 アルフレッド・H・バール、Jr. 年譜」となっている。 















 MoMA およびバール・Jr. は抽象表現主義に対応できず、それを正しく評価することができなかったと、これまで
しばしば非難されてきたが、むしろ MoMA およびバール・Jr. の、それまでに類を見ない美術館活動がアメリカ抽象
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表現主義を生んだといってよい。そうした視点に立てば、ジャクソン・ポロックからジャスパー・ジョーンズをへて
フランク・ステラまでを、統一のとれた一貫する史的展望のもとにおさめることができる。 











 アルフヒッド・H・バール・Jr. は、1929 年の創設時に MoMA の館長であり、降格されてもなお 1967 年まで MoMA
に在籍しつづけた。その足跡を論者は、さまざまな１次資料、２次文献を駆使して綿密に追い、美術館内部の力関係
のなかで、バール・Jr. の活動の実態を浮かびあがらせる。実態解明の手際は、論者の実体験に裏打ちされて説得力
に富み、目から鱗が落ちるような結論が導きだされる。バール・Jr. の開いた二つの展覧会が基になって、アメリカ
固有の主題が、シュールレアリスムと抽象美術、双方から掘り下げられ、抽象表現主義に結実したという論旨は、含
蓄ゆたかな、あたらしいアメリカ美術史を提出している。 
 かつてないアメリカ現代美術史は構築されたものの、バール・Jr. の思想究明に新鮮味は乏しく、近年の研究成果
が存分に利用されているとはいいがたい。さらに現代美術を論じる以上、「modern」の概念についても踏みこんだ
解釈を聞きたいところであるが、慎重すぎて、新たな地平を拓くには至っていない。 
 期待が満たされない憾みは残るが、そうした過剰な期待を抱かせるほど充実しているということである。まぎれも
なく、アメリカ現代美術に関する卓抜な論攷であって、博士（文学）の学位に十分ふさわしいと認定する。 
